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令和 7年 9月 

ＪＡバンク新潟県信連 

 

 

 

ＪＡバンク新潟における地域密着型金融の取組状況（令和 6年度） 

 

 

ＪＡバンク新潟（県下 8ＪＡとＪＡバンク新潟県信連（正式名称：新潟県信用農業協同

組合連合会）（以下、「信連」という。））では、農業と地域社会に貢献するため、「ＪＡバ

ンク新潟中期戦略」に基づき、地域密着型金融の推進に取り組んでおります。 

令和 6 年度の地域密着型金融の取組状況について取りまとめましたので、ご報告いた

します。 
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１ 農山漁村等地域の活性化のための金融支援 

ＪＡバンク新潟は、地域における農業者との結び付きを強化し、地域を活性化する

ため、次の取組みを行っています。 

 

（１）農業融資商品の適切な提供・開発 

ＪＡバンク新潟は、各種プロパー農業資金を提供するとともに、農業近代化資金や

日本政策金融公庫資金の取扱いを通じて、農業者の農業経営と生活をサポートしてい

ます。 

令和 7年 3月末時点のＪＡバンク新潟の農業関係資金残高（注 1）は 68,764百万円（う

ち農業経営向け貸付金 37,434百万円）、日本政策金融公庫等の受託貸付金（注 2）は 12,716

百万円を取り扱っています。 

（注 1）農業関係資金とは、農業者および農業関連団体等に対する貸出金であり、農業生産・農業経営に必要な資金

や、農産物の生産・加工・流通に関係する事業に必要な資金等が該当します。 

（注 2）ＪＡバンク新潟が農業者の窓口となり、日本政策金融公庫などの貸付金の受託取扱いを行っています。 

 

【営農類型別農業資金残高】  （単位：百万円） 

種 類 令和 7年 3月末現在 

農業経営向け 37,434  

穀作 19,880  

野菜・園芸 2,700  

果樹・樹園農業 792  

工芸作物 145  

養豚・肉牛・酪農 1,838  

養鶏・鶏卵 424  

養蚕 2  

その他農業 11,649  

農業関連団体等 31,330  

合 計 68,764  

 

  【資金種類別農業資金残高】   （単位：百万円） 

種 類 令和7年3月末現在 

プロパー農業資金 60,344  

農業制度資金 8,420  

農業近代化資金 2,850  

その他制度資金 5,569  

合 計 68,764  

 

 

 

 

 

 

（注） 

1 「その他農業」には、複合経営で業種が明確に

位置づけられない者および農業サービス業が含

まれています。 

 

2 「農業関連団体等」には、ＪＡや全農とその子

会社等が含まれています。 

 

（注） 

1  「プロパー農業資金」とは、ＪＡバンク原資の

資金を融資しているものをいいます。 

 

2 「農業制度資金」は、①地方公共団体もしくは

日本政策金融公庫の資金をＪＡバンク新潟が転

貸で融資するもの、②地方公共団体等が利子補

給等を行うことでＪＡバンク新潟が低利で融資

するものを対象としています。 

 

3 「その他制度資金」には、農業経営改善促進資

金（スーパーＳ資金）や農業経営負担軽減支援

資金などが該当します。  
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【農業資金の受託貸付金残高】 （単位：百万円） 

種 類 令和7年3月末現在 

日本政策金融公庫資金  12,716  

その他 －  

合  計 12,716  

     （注）ＪＡバンク新潟では、主にＪＡを窓口として、日本政策金融公庫資金の受託貸付金を取り扱っています。 

 

ＪＡバンク新潟は主要な農業関係の制度資金である、農業近代化資金の取扱いにお

いて県内トップシェアとなっています。 
 

【新潟県の農業近代化資金残高】（令和 6 年 12 月末時点） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

（２）アグリビジネス投資育成株式会社等によるファンドの活用 

ＪＡバンク新潟では、お客さまの資金調達手段の一つとして、農業法人育成のための

資本供与の仕組みである「アグリシードファンド」や「担い手経営体応援ファンド」

等による出資を提案しています。 

令和 6年度末の出資先は 14先、出資総額は 119百万円となりました。 

 

【農業者向けファンド取扱実績(令和 7年 3月末)】 
（単位：先、百万円） 

ファンド名 先数 出資額 

アグリシードファンド 11  74  

担い手経営体応援ファンド 2  35  

プロパー投資 1  10  

合 計 14  119  

 

 

 

  

新潟県内総貸付残高   2,804百万円 

うちＪＡバンク新潟残高 2,788百万円 

〔出所：新潟県農林水産部経営普及課〕 

農業近代化資金 県内シェア 
（令和 6年 12月末時点） 
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（３）担い手のニーズに応えるための体制整備 

ＪＡバンク新潟では、地域の農業者との関係強化を目的とした体制整備に取り組ん

でいます。 

信連では、農業部を「県域農業金融センター」と位置づけ、ＪＡの指導・サポート

機能と農業法人等への融資相談機能を併せ持つことで、一元的な取組みを進めていま

す。ＪＡの体制整備や人材育成を支援するとともに、ＪＡと連携した協調融資などに

も取り組んでいます。 

県下 8ＪＡでは、担い手への訪問・資金提案活動を中核的に担う「農業融資相談員」

をＪＡ本支店に 164 名配置し、また、農業融資の実務を統括する「担い手金融リーダ

ー」を 11名配置しています。 

農業融資相談員等の相談対応力向上を目的に、ＪＡバンク独自の農業融資資格制度

である「ＪＡバンク農業金融プランナー」の資格取得を進めており、農業融資相談員

のうち 100 名が資格を有しています。また、日本政策金融公庫が実施主体となる「農

業経営アドバイザー」資格の研修・試験にも取り組み、農業融資相談員のうち 32名が

資格を有しています。 

  また、ＪＡが総合力を発揮し農業者の多様なニーズに応えていくため、信連を含め

た中央会・連合会の共通的な部署である「担い手サポートセンター」が中心となり、

農業法人設立、経営計画策定および事業承継の個別提案活動や事業横断的な会議・研

修会の開催等を通じ、ＪＡ内事業間連携の強化を支援しています。 
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にいがた農業応援ファンドを活用して導入した農機具 

２ 担い手の経営のライフステージに応じた支援 

   ＪＡバンク新潟は、担い手をサポートするため、ライフステージに応じて、次の取

組みを行っています。 

 

（１）「にいがた農業応援ファンド」による助成 

「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

「地域の活性化」を基本目標とするＪＡ自己

改革を不断の取組みとしていくため、農業者

への支援パッケージとして、「にいがた農業

応援プログラム」を展開しました。 

   中でも、柱となる事業の一つである「にい

がた農業応援ファンド」について、令和 6年

度は、スマート農業等の導入による労働生産

性の向上およびカーボンニュートラル等の

環境負荷軽減に繋がる取組みを促進するため、

「農業イノベーション応援事業」の助成枠を拡充しました。引き続き実施する「１億

円園芸産地チャレンジ事業」、「園芸生産拡大支援事業」および「新規・親元就農応援

事業」と合わせ、農業者の取組みを支援しました。 

  

【にいがた農業応援ファンド取組実績（令和 6年度）】 （単位：件、千円） 
事業名 採択件数 採択金額 

1億円園芸産地チャレンジ 157  46,641  

園芸生産拡大支援（担い手向け） 66  13,089  

園芸生産拡大支援（産地向け）  1  2,500  

農業イノベーション応援 46  11,029  

新規・親元就農応援 46  9,200  

合  計 316  82,459  

 

 

（２）次世代農業者の育成支援 

ＪＡバンク新潟では、新規就農者の経営と生活をサポートするため、「青年等就農資

金」等を取り扱っているほか、上記（１）のとおり、ＪＡバンク新潟独自のにいがた

農業応援ファンド「新規・親元就農応援事業」を展開しています。 

 

【新規就農者をサポートする資金の取組実績】（単位：件、百万円） 

資金名 
令和 6年度 令和 7年 3月末 

残高 実行件数 実行金額 

青年等就農資金 23  101  522  

就農支援資金 －  －  1  

合 計 23  101  523  

   （注）平成 26年 4月 1日付の法改正により、就農支援資金の新規取扱いは終了となり、 

新たに青年等就農資金が創設されました。 
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Ｓｏｌｅ！にいがた 

（３）食農バリューチェーン構築による農業・地域の成長支援 

ＪＡバンク新潟は、農林水産業の成長力・収益力強化のため、ビジネスマッチング

による販路拡大等の農商工連携推進に取り組み、「農業と地域の架け橋」としての機能

を発揮しています。 

 

【情報誌「Ｓｏｌｅ！にいがた」の発行】 

農商工連携推進の一環として、フリーペーパー形式の情報誌「Ｓ

ｏｌｅ（そーれ）！にいがた」を平成 22年 7月に創刊、以来年 4

回発行しています。 

この情報誌では、「農・商・工をつないでみんなでつくる新潟の

元気！」を合言葉に、県内の農業や産業に関する幅広い情報の提

供により、農業生産者・ＪＡグループと地域の企業、さらには広

く地域の皆さまとの結び付きを強め、新たなビジネスチャンスを

創出するきっかけづくりを目指しています。 

※県内のＪＡ窓口や直売所、道の駅、スーパー等で無料配布しています。 
※バックナンバーは、Ｓｏｌｅ！にいがたホームページからご覧いただけます。 

 

 

（４）講演会・セミナー等の開催 

ＪＡバンク新潟では、農業法人等の経営安定化支援や参加者同士の情報交換、ネッ

トワークづくりの場を提供することなどを目的として、セミナーや個別相談会を開催

しています。また、農業法人等の皆さま向けに、講演会やセミナーを開催し、異業種

間の交流を促進しています。 

 

<令和 6年度に開催したセミナーの概要> 
名称 主催者 対象者 内容 

第 18回農業法人経
営者セミナー 

信連 
県下農業法人 
およびＪＡ等 

【第一部】 
演題：「経営継承をうまく進めていくためには 

～未来ノートから始めよう～」 
講師：株式会社ケミストリー 
   代表取締役社長 村上 一幸 氏 

【第二部】 
演題：「収益性の高い複合経営の実現 

 ～法人間連携による更なる発展～」 
講師：農事組合法人サンファーム大戸 

代表理事 中川 巧 氏 

第 15回経済・金融
セミナー 

信連 融資取引先 
演題：「海外情勢を踏まえた日本経済見通し」 
講師：バークレイズ証券株式会社 
   チーフ・エコノミスト 馬場 直彦 氏 
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（５）事業性評価を通じた農業者の経営課題把握・課題解決ソリューションの提供・蓄積 

   信連では、農業所得の向上および農業者の満足度向上に向けた取組みとして、地域

の中核的な役割を担う農業者に対し、業種特性や外部環境・内部環境を踏まえたヒア

リングを行い、経営・事業の課題解決に向けて、ＪＡや関係機関、専門家等と連携し、

適切なソリューションの提供に向けて取り組んでいます。 

今後も、ソリューション提供先の課題解決に向けて進捗状況を確認し、取組事例を

蓄積していきます。 

 

【具体的取組事例①】 

営農類型 穀作 

概要  米作を中心に野菜の生産も手掛ける農業法人に対し、経営課題や将

来の展望等のヒアリング、財務分析ならびに作付品目別収支分析を行

い、課題の抽出・整理を行いました。 

 その内容を踏まえ、長期的に目指す姿とした「生産性向上により生

まれた余力をもとに、設備更新ならびに財務状況の安定化が図られて

いること」の実現に向け、足元（向こう 4年以内）の課題の解決に資

するソリューションを次のとおり提案しました。 

  

①水稲の生産性向上 

 ・地元ＪＡ等と連携した土壌分析・改良ならびに周辺農家との圃

場交換・集約化に向けた取組み 

②作付品目構成の見直し 

 ・水稲のほぼ全ての品種において収支が赤字であることから、品

目別収支分析の結果や関係機関からの情報等に基づく定期的な

作付品目構成の見直し 

 ③社内体制の整備 

  ・就業規則のブラッシュアップに向けた外部専門家の活用等（他

法人の事例研究や個別相談） 

  ・事務的作業にかかる若手役員または従業員への権限移譲 

 ④役員および従業員の意識醸成・改善 

  ・代表が就任後間もないことから、マネジメントや経営ノウハウ

蓄積に向けたオンライン研修受講 

  ・ミーティングや定期的な個別面談の場の確保など、風通しの良

い職場風土づくりに向けた取組み 

 

 引き続き、経営者との対話を通じて進捗状況を確認しつつ、解決す

べき課題を関係機関と共有し、最適なソリューションの提供を行いま

す。 

成果（効果） 

課題解決ソリューションの実施により、規模拡大を図りつつ生産性

向上や社内体制整備等が図られ、地域農業の維持・発展に資すること

が期待されます。 
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【具体的取組事例②】 

営農類型 穀作 

概要 米作を中心に枝豆、大豆、果樹等の生産も手掛ける農業法人に対し、

経営課題や将来の展望等のヒアリング、財務分析ならびに作付品目別

収支分析を行い、課題の抽出・整理を行いました。 

その内容を踏まえ、長期的に目指す姿とした「拡大する経営規模に

適応でき、大規模経営を実践し続けていること」の実現に向け、課題

の解決に資するソリューションを次のとおり提案しました。 

 

①水稲部門のあり方について 

・作付品種数が多いことから、品目別収支分析の結果や地元ＪＡ

等関係機関からの情報に基づく作付品種絞り込み 

・ＪＡ等と連携した土壌分析および改良の実施 

 ②水稲以外の部門の方向性について 

  ・品目別収支分析からは、水稲部門以外の枝豆、大豆、果樹は赤

字であることから、各部門の撤退を含めた方向性の検討 

 ③規模拡大への対応のあり方について 

  ・水稲作付面積の拡大に伴い、既存設備での対応が限界になるこ

とから、ＪＡ設備の利活用による固定資産の保有負荷軽減 

  ・規模拡大に対応した体制の確立（生産面では、他法人への業務

委託等。販売面では、信連による新規販売先の紹介等） 

 ④人材採用、育成のあり方について 

  ・規模拡大に対応した新たな幹部従業員の育成に資するオンライ

ン研修の受講 

  ・人事評価制度の高度化に向けた外部専門家の活用等（信連によ

る他法人の事例紹介、個別相談） 

 

引き続き、経営者との対話を通じて進捗状況を確認しつつ、解決す

べき課題を関係機関と共有し、最適なソリューションの提供を行いま

す。 

成果（効果） 

課題解決ソリューションの実施により、規模拡大に適応した経営基

盤の確立が図られ、地域農業の維持・発展に資することが期待されま

す。 
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（６）被災者等への支援 

  ＪＡバンク新潟では、各種自然災害等の被災者を支援するため、対策資金等の創設や

個別融資先の経営状況に応じた償還条件の緩和等に対応しました。 

 

【災害対策資金の取組み】                           （単位：件、百万円） 

取組事例 ＪＡ名 内容 件数 
貸付実行

金額 

令和 5年度災害復旧
支援資金 

ＪＡバンク新潟 

令和 6年能登半島地震等により被害
を受けた農業者に対し、ＪＡグルー
プ新潟および農林中央金庫からの利
子補給による低利の資金を創設 

12 88 

原油価格・農業資材
価格等高騰緊急対策
資金 

ＪＡバンク新潟 

原油価格・農業資材価格等の高騰に
より影響を受けた農業者に対し、Ｊ
Ａグループ新潟および農林中央金庫
からの利子補給による低利の資金を
令和 4年度に創設し、取扱いを継続 

19 79 

合 計 31 167 
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（７）経営不振農業者の経営改善支援 

ＪＡバンク新潟では、負債整理資金の対応等にあたり再生計画の策定支援や経営指

導など、農業者の経営改善支援に取り組んでいます。 

 

【令和 6年度 農業者の経営改善支援等の取組実績】         （単位：先数） 

 

期初経営      

改善支援 
取組先 
Ａ 

Ａのうち再
生計画を策
定した先数 

ａ 

Ａのうち期
末に債務者
区分がラン
クアップし
た先数 

ｂ 

Ａのうち期
末に債務者
区分が変化
しなかった
先数 

ｃ 

再生計画策
定率 
＝ａ／Ａ 

ランクアッ
プ率 
＝ｂ／Ａ 

正常先 ① 36 18  27 50.0%  

要
注
意
先 

うちその他要注意先 ② 22 3 2 12 13.6% 9.1% 

うち要管理先 ③ 9 0 1 4 0.0% 11.1% 

破綻懸念先 ④ 26 3 0 20 11.5% 0.0% 

実質破綻先 ⑤ 14 1 1 6 7.1% 7.1% 

破綻先 ⑥ 1 0 0 0 0.0% 0.0% 

 小計（②～⑥の計） 72 7 4 42 9.7% 5.6% 

 合 計 108 25 4 69 23.1% 3.7% 

（注）期初経営改善支援取組先および債務者区分は令和 6年 3月末時点のものです。 

 

 

（８）負債整理資金による経営支援 

ＪＡバンク新潟では、農業者の経営再建を支援するため、負債整理資金を取り扱っ

ています。 

 

【令和 6年度 負債整理資金の貸出実績】              （単位：件、百万円） 

資金名 実行件数 実行金額 
令和 7年 3月末 

残高 

農業負担軽減支援資金 1  3  323  

畜産特別資金 1  25  56  

土地改良負担金対策資金 1  50  294  

農業経営負担軽減支援資金 －  －  46  

その他 －  －  1  

合 計 3  78  720  

（注）1 農業経営負担軽減支援資金は、営農に必要な資金を借り受けたために生じた負債の借換えのための 

制度資金であり、ＪＡなどの融資機関において取り扱っています。 

2 畜産特別資金は、過去の負債の償還が困難な畜産経営者に対する長期・低利の借換資金であり、ＪＡ 

などの融資機関において取り扱っています。 
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３ 農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

   ＪＡバンク新潟では、地域と農業者の結び付きを強化し、地域を活性化するため、

また、地域への社会貢献のため、次の取組みを行っています。 

 

（１）ＪＡバンク新潟食農教育応援事業の展開 

ＪＡバンク新潟では、将来を担う子どもたちの農業や自然環境、金融経済に対する

理解を促進することを目的とした「ＪＡバンク新潟食農教育応援事業」を展開してい

ます。 

主な取組みとして、ＪＡ等による子どもを対象とした食農教育活動への助成事業や、

補助教材「農業とわたしたちのくらし」（小学校高学年向け、特別支援学校向け）の無

償配布を実施しています。小学校高学年向け補助教材は県下の小学校 426 校へ 19,987

部、特別支援学校向け補助教材は県下の小学校・特別支援学校 22校へ 404部を贈呈し、

各学校において授業等に活用されています。 

また、県下ＪＡでは、下表のとおり食農教育にかかる様々な実践活動に取り組んで

います。令和 6年度においては、県内 6ＪＡが当事業を活用して食農教育活動を実施し

ました。各ＪＡが創意工夫のうえ、地域の活性化の取組みとして、地域に根差した食

農教育活動に力を注いでいます。 

 

【「ＪＡバンク新潟食農教育応援事業」を活用した各ＪＡの活動内容】 

ＪＡ名 活動名 活動内容 

ＪＡ北新潟 こどもクッキング教室 小学生を対象に地場産農作物を使用した料

理教室の実施 

ＪＡ新潟かがやき 学童農園 小学生を対象に水稲の栽培体験の実施 

ＪＡ佐渡 米づくり体験 小学生を対象に地元農家の水田にて田植

え、稲刈り体験の実施 

ＪＡえちご中越 食農教育出前授業 園児、小・中学生を対象に地産地消、食料

自給率、農業体験、調理実習などの出前授

業を実施 

ＪＡみなみ魚沼 あぐりスクール 小学生を対象に直売所のお仕事体験と 0 円

食堂の実施 

ＪＡ魚沼 どろんこキッズスクー

ル 

小学生を対象に精米センターの見学やお弁

当作り体験の実施 
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〈ＪＡ佐渡 米づくり体験の様子〉  

 

 
 

 

（２）文化的・社会的貢献活動 

ＪＡバンク新潟では、地域社会の一員として、文化、スポーツ、社会福祉、環境な

どの分野で幅広い地域貢献活動を展開しています。 

 

○新潟市アグリパーク「アグリ・アート展」への協賛 

芸術活動を通じて子どもたちの農業への理解を深め、アグリ・スタディ・プログ

ラム※の更なる充実に貢献することを目的として、新潟市アグリパークが主催する

絵画展「アグリ・アート展」への協賛を行っています。 

※アグリ・スタディ・プログラムとは、学習指導要領の内容に基づき、学校のカリキュラムと

連動した農業体験学習のことです。 

 
〇「フードバンクにいがた」への食品寄贈 

食品が無駄なく消費され、誰もが食を分かち合える心豊かな社会を創り、地域の

福祉向上に寄与することを目的として、新潟県でフードバンク活動を行っているフ

ードバンクにいがたへ食品の寄贈を行っています。 

 
〇「にいがた芸術・文化育成プロジェクト」への協賛 

新潟県が推進する「にいがた芸術・文化育成プロジェクト」の趣旨に賛同し、特

に若年層等が芸術文化を体験できる活動を中心に、継続的な協賛を行っています。 
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○「アルビレックス新潟」サッカー観戦チケットの寄贈 

県内の障害者スポーツ普及活動を支援するため、新潟県障害者スポーツ協会へ、ア

ルビレックス新潟のホームゲーム招待券を寄贈しています。 

令和 6年度は、リーグ戦全 19試合、延べ 209名を招待しました。 

 
○「『小児がん』の子どもによりそう定期貯金」の受入れを通じた、支援団体への寄付

金の贈呈 

ＪＡバンク新潟では、平成 29 年度より、貯金の受入れを通じた小児がん患者への

支援を目的とした定期貯金を取り扱っています。 

多くの皆さまから趣旨にご賛同いただいた結果、令和 6 年度は 39 万円を認定ＮＰ

Ｏ法人ハートリンクワーキングプロジェクトに寄付することができました。 

 
〇職員のボランティア活動への参加 

  新潟市等が主催する地域清掃活動に参加しています。 

  また、新潟赤十字血液センターのご協力により、団体献血を実施しています。 

 
○エコキャップ運動への参加 

ペットボトルのキャップを集めて世界の子どもたちにワクチンを届ける活動に参

加しています。 

 
○環境保全への取組み 

職場内の節電対応やビジネス軽装の通年化、「ノー残業デー」などの取組みを継続

するとともに、「ＪＡでんき再エネ特約」※１を導入するなど、環境保全を意識した取

組みを積極的に行っています。 

また、地球温暖化防止や、地域の森林整備等の促進、豊かな自然環境の保全を支援

することを目的に、カーボン・オフセット※２にも取り組んでいます。 

※１ 「ＪＡでんき再エネ特約」とは、再生可能エネルギー電源に由来する非化石証書の使用

により環境価値を付加した、実質的に再生可能エネルギー100%かつＣＯ２ゼロエミッショ

ンの電気を調達する契約です。 

※２ カーボン・オフセットとは、暮らしの中で出てしまうＣＯ２を、森林整備等ＣＯ２吸収活

動の支援により埋め合わせることです。 

 

以 上 


